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【研究論文】

民間病院から見た東京都の精神科救急医療 藤村尚宏

西新宿保健センターにおける精神保健相談 藤村尚宏

東京都内民間精神科病院におけるスーパー救急病棟の現状 藤村尚宏・岡崎公彦

なぜナラティヴか－描くことと語ること 江口重幸

統合失調症とその社会的・文化的コンテクスト 江口重幸・下地明友

医療人類学と現代の精神医療 江口重幸

医療・看護におけるナラティヴの応用：その経緯と現状 江口重幸

東京私立精神病院の黎明：医療と精神看護の歴史 金川英雄･堀みゆき

関東の精神障害者施設としての滝治療 金川英雄・堀みゆき

アルツハイマー病患者のクリニカルパス－BPSDを対象とした場合、特に
在宅看護を支援する－

横山裕哉・佐藤雅美

性非行の査定と治療の概要 針間克己

性同一性障害特例法と戸籍変更者の臨床的特徴 針間克己

性同一性障害とインターネット 針間克己

精神科スーパー救急病棟における新規抗精神病薬の位置づけ 伊藤　新・藤村尚宏

早期介入を目指したメンタルヘルス教育の実践 小林啓之・宇野舞佑子・水野雅文

統合失調症の前駆症状－アセスメントと予防的意義 小林啓之

統合失調症前駆症状の構造化面接（Structured Interview for
Prodromal Syndromes;SIPS) 日本語版の信頼性の検討

小林啓之・野崎昭子・水野雅文

認知症患者のBPSD（behavioral and psychological symptoms of
dementia：認知症に見られる行動・心理学的な症状）に対する非定型抗
精神病薬の使用・有効性に関する調査

村井則之・藤倉正智・大谷光弘・横山裕哉・宇
留野強

後発医薬品の採用切り替えによる経済効果と安全性への検証
谷古宇美佳・村井則之・小澤照史・木村容子・
北田博之・田村由紀子・小柏文子・境　茂雄・
仁平　浩・鈴木和寿・総務課庶務チーム



老人性認知症専門病棟での薬剤師の関わり 田村由紀子・村井則之・仁平浩

SSTにおけるリーダーの構えとスキル提示に関する一考察 羽鳥乃路・佐藤幸江

「ステップ・バイ・ステップ方式」によるSSTグループ実践の報告－アセ
スメントと「カリキュラム・メニュー」作成を中心に－

佐藤幸江・佐藤珠江・丸本ゆう子・浅野ひろみ
他

現行の院内教育プログラムに対する評価と教育ニーズの調査～臨床実践
能力のステップアップを支援する教育システムの検討～

大竹眞裕美・川崎　桜

精神科救急病棟の実態把握と今後の課題－2年間の実態調査から－ 鈴木利枝・後藤康之

暴力防止5か年プロジェクト 佐藤雅美

【学会発表】

大川周明、東京裁判前後 金川英雄

精神科病院における身体合併症のリエゾン 金川英雄

高齢統合失調症の非定型薬への切り替えについて 金川英雄・櫻木章司

東京の精神科病院連携の歴史と背景 金川英雄

高齢精神障害者の骨折の予防的治療について 金川英雄

精神病前駆期におけるスクリーニング
小林啓之・根本隆洋・中村道子・鹿島晴雄・水
野雅文

精神病前駆期診断の可能性－SISP/SOPS、PRIME-Screen の有用性の検討
－

小林啓之・宇野舞佑子・村上雅昭・鹿島晴雄・
水野雅文

「ステップ・バイ・ステップ方式」によるグループ実践の報告－アセス
メント､カリキュラムメニュー作成､ロールプレイテストによる効果測定
の試み－

佐藤幸江･佐藤珠江・関口礼子・丸本ゆう子・
島田光子・千葉裕明

質問段階で明らかになった自我障害－統合失調症の一事例を通して－ 池島静佳

精神科看護職員の被暴力体験後のサポートのあり方に関する研究
佐藤雅美・大山明子・篠木由美・下谷惠美・加
藤　潔・久保文子・橋詰紀和子

【英文論文】

Prodromal symptoms of schizophrenia in university students and
clinic outpatients

小林啓之他

【解説】

樽味伸著『臨床の記述と｢義｣』 江口重幸



村瀬嘉代子先生に教えられたこと 江口重幸

【書評】

『抗うつ薬の功罪：SSRI論争と訴訟』 江口重幸

『ひと相手の仕事はなぜ疲れるのか』 江口重幸

『理性の使用:ひとはいかにして市民となるのか』 江口重幸

『心理療法とシャーマニズム』 江口重幸
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